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論 文 内 容 の 要 旨

近年、マルチメディアの普及と共に、各方面で動画像情報伝送のニーズが強つている。本研究は、

このような背景から、次の2項 目を目標とした。

①動画像情報と共にデイジタル音声信号やデータも一元化して伝送できるデイジタル画像伝送方式の

実現。      |

②簡易な構成で、民生機器用或いは産業機器用として十分な画質を有するデイジタル画像情報伝送シ

ステムの実現。

本論文は、以上の研究目標を実現したもので、次の6章 より成る。第1章 は序論である。第2章は

デイジタルNrSC画像情報に対する主観評価実験と、これに基づいた新しいデイジタル画像生成方式

の提案、第3章は主観評価実験を利用して伝送情報量を低減したデイジタルNrSC画像情報の新しい

伝送方式の提案である。第4章はデイジタル音声情報やデイジタルデータを一元化して取り扱い、

ディジタル画像情報の水平同期期間へ、これらのデータを挿入して伝送する新しい時分割多量方式の

提案、第5章は水平同期期間を用いた新しい時分割多重方式による、デイジタル画像情報・音声情報

の時分割多重伝送システムの提案である。第6章は上記各提案を応用して構成した伝送システムの実

施例の紹介、第6章は結言である。

第1章では、本研究の目的を明らかにした後、光ファイバを用いたNTSCデ イジタル動画像情報伝
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送方式の概要、得失、及び課題を記述した。第2章では、デイジタルN∬c動画像情報に対して主観

評価実験を行い、その結果に基づいて提案した、新しいディジタル画像生成方式を記述した。19人の

被験者に、43種類のデイジタルNTSC動画像の再生画像を見せて、主観評価を実施した。サンプリン

グ周波如 sを 、それぞれ色副搬送波周波数fsc(Rc:3.58MHz)の 2.00倍、2.28倍、2.66倍、3.20倍、4.00

倍、5。 33倍、及び8.00倍に選び、量子化ビット数を、それぞれ3ビ ット、4ビ ット、5ビ ット、6ビ ッ

ト、7ビ ット、及び8ビ ットに選んで組合わせ、合計42種類の組合わせを作成し、これらの画像に原画

を加えて43種類の画像を生成した。これら43種類の画像に対し、被験者の主観に基づいて、「とても

悪い」「悪い」「普通」「良い」「とても良い」の5つのカテゴリーから1つのカテゴリーを選択し、最終的に

被験者19人の平均を求めて主観評価実験の結果とした。その結果、Rをおcの2.28倍、量子化ビット数

を5ビ ットに設定しても、その再生画像は違和感のない「普通」の画質であることが見出された。角を

Rcの4倍、量子化ビット数を8ビ ットに設定する従来の標準的デイジタルNTSC画像の情報量と主観評

価実験の結果とを比較すると、情報量を従来の約37%に削減できることを見出した。これに基づい

て、帯地幅を従来の約37%に圧縮する新しいデイジタル画像成生方式を提案した。

第3章では、前述の画像の主観評価実験の結果に基づいて、サンプリング周波獅 sを 、Rcの 2.33倍

(2.33× おc=50MHz/6=8.33MHz)、 量子化ビット数を5ビ ットとして、ディジタルN∬c画像を生成

し、それら5ビ ットの画素情報に、1ビ ットの画像コード用フレーム同期信号を加えた6ビ ットのシリ

アル画素情報を生成した。上記の新しいデイジタル画像生成方式により、2本の光ファイバを使用し

て実施した画像情報の伝送において、伝送速度を従来のH小ゐpsか ら50Mbpsに 低減でき、CMOSや
・
1‐lLの ような低電力、低価格のデバイスで回路を設計できる手法を新たに確立した。

第4章では、デイジタル化水平同期期間には冗長な情報が存在することを利用し、この期間にデイ

ジタル音声情報や補助データを挿入する新しい時分割多重方式を提案した。第5章では、送信器側に

おいて、15.75KHzの 周期を持ち、約5μ sの幅を有するディジタル化水平期期間に、デイジタル音声

情報や他のデータを多重して伝送することができた。おを2.33亀 cに選んだとき、水平同期期間に挿入

できるデイジタル音声情報のスロット数は、スター トコードとアドレスコードの2ス ロットを除い

て、最大36ス ロットであった。2ス ロットで8ビ ットのディジタル音声信号を多重伝送することができ

るため、水平同期期間に、最大18種類(18=36/2)の音声チャネルを時分割多重することができた。

第6章では、上述の成果により4種類の産業、及び民生向け応用システムを提案し、その効果を実証

した。第1に状態監視用デイジタル画像情報の光ファイバ伝送システム、第2に ディジタル画像情報の

シリアル伝送を利用したレーザカッタの監視システム、第3に 525本目の水平走査線を用いた補助デー

タとデイジタル画像情報の多重光ファイバ伝送システム、第4にデイジタル音声情報とデイジタル画

像情報を伴なったパケットデータの光ファイバ伝送システムをそれぞれ構成した。これらの伝送シス

テムでは、光ファイバによる簡易なデイジタル画像情報伝送方式の採用により、EMIに よる雑音のな

い鮮明な画像を、簡易、且つ経済的に、他のデイジタルデータと多重伝送することができた。

第7章では、各章を要約し、本論文の効果と将来展望に言及した。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

マルチメデイア情報通信の普及に伴い、各方面で動画像情報を伝送する要求が大変強まっている。

このような背景から、動画像情報と共にデイジタル音声情報やデイジタルデータも一元化して伝送す

るデイジタル画像伝送方式の実現や、民生あるいは産業機器用として、簡易な構成で十分な画質を有

するデイジタル画像情報伝送システムの実現等、今後の研究に期待するところが大きい。

本論文は、上記2点の実現を目的としたものであり、次の7章 より成る。第1章では、本研究の背景

及び目的を述べ、第2章では、デイジタルNTSC画像情報において、サンプリング周波数亀と量子化

ビット数の種々の組合せに対し、動きの比較的穏やかな人物及び風景画像の品質について主観評価実

験を行つた。主観評価の結果から、おを色副搬送波周波蜘 sc(3.58MHz)の 2.28倍、量子化ビット数を

5ビ ットに設定しても、その再生画像は違和感のない「普通」の画質であることを見出している。ま

た、角をおcの 4倍、量子化ビット数を8ビ ットに設定する標準的デイジタルNTSC画像の情報量に対

し、主観評価実験の結果から得られる方式の情報量は約37%に低減されることを見出した。これに基

づき、新しいデイジタル画像成生方式を提案している。第3章では、第2章の結果に基づき、おを、おc

の2.33倍 (2.33× Rc=8.33MHz)、 量子化ビット数を5ビ ットとし、さらに1ビ ットの画像コード用フ

レーム周期信号を加えた6ビ ットのシリアル画素情報を、2本の光ファイバを使用して伝送するシステ

ムを実現している。その結果、伝送速度を従来のH4Mbpsか ら50Mbpsに低減し、CMOSや・
1・lLの よう

な低電力、低価格のデバイスを用いた画像伝送の回路を設計する手法を確立している。

第4章では、提案した方式のデイジタル画像情報の水平同期期間には冗長な情報が存在することを

利用し、この期間に、デイジタル音声情報や補助データを挿入する時分割多重方式を提案している。

第5章では、送信器側において、おをおcの2.33倍 に選んだときに、15。75圏陀周期を持ち、約5μ sの幅

を有するディジタル画像情報の水平同期期間に、最大18種類のデイジタル音声情報を、時分割多重し

伝送する方式を実現している。

第6章ではこれらの成果に基づいて、4種類の産業、及び民生向け応用システムを試作し、その効果

を実証し、確認している。第7章では、これらの成果をまとめ、提案する方式がデイジタル画像情報

と種々のデイジタルデータの多重伝送システムの構築を容易、且つ経済的にすること、及び今後の展

望が述べられている。

以上の知見及び成果は、マルチメデイア時代のデイジタル情報伝送技術の分野において多大な寄与

があると共に、高度情報化社会の発展に大いに貢献するものと考えられる。よって、本論文は博士

(工学)の各位を授与するに十分な内容を有するものと認定する。
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